
お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

4. 

支援及び普及展開

・食品ロス削減対策マニュアルの改訂等
・食品ロス削減等推進セミナーの開催

食品ロス削減及び食品廃棄物等の3R推進事業費

事業イメージ

① 既存の食品ロス削減目標（2030年までに2000年比半減）を深掘りし、2030年度までに400 万トン以下を目指し、

自治体における対策や計画策定等の支援等を通して、地域力を活かした対策を強化する。

② 自治体や食品関連事業者等の関係主体と連携し、食品廃棄ゼロエリア創出、mottECO導入、食品ロス削減や孤独孤

立対策に資するフードドライブ等の地域実装と横展開を通して、消費者等の行動変容を促進する。

③ 特に外食分野等の食品リサイクル率の向上等を図り、次回食品リサイクル法の施行状況の点検に反映する。

食品廃棄物等の発生抑制と食品循環資源の再生利用等の対策を強化します。

【令和５年度予算（案） 152百万円（127百万円）】

環境省 環境再生・資源循環局 総務課 リサイクル推進室 電話：03-5501-3153

１．地域力を活かした食品ロス削減等の対策強化

○自治体による食品ロス削減推進計画策定と実効性向上の支援

○食品ロス削減対策マニュアルの改訂等

○自治体向け食品ロス削減等推進セミナーの開催

○食品ロス削減目標の深掘りに関する検討

２．消費者等の行動変容の促進

○対策の地域実装の支援と効果検証

（食品廃棄ゼロエリア創出、mottECO導入、フードドライブ等）

○食品ロスポータルサイトの拡充

３．食品リサイクル法に基づく安全・安心な3Rの推進

○効率的な食品リサイクル等に関する検討

○食品関連事業者、登録再生利用事業者等への指導
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環境省 自治体

食品ロス削減目標の深掘り

支援（モデル事業等の実施）

■事業形態 請負事業

■請負先 民間事業者・団体

■実施期間 平成19年度～

食品ロスポータルサイトの拡充
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